


要約:東邦大学大森病院周産期センターに入院した在胎 23 週から 28 週までの極低出生体

重児 97 例を対象とした。死亡例 31 例は 1993年 1 月から 1997 年 6 月までに出生した例、

生存例 66 例は 1993 年 1 月から 1996 年 6 月までに出生した例とし、全く正常な正常群と

何らかの後遺症を有する群とに分類した。産科的因子、早期新生児期の合併症とその後の

予後との関連、産科因子と新生児期合併症との関連について調べた。予後と関連している

ものは産科側で、在胎 23 週から 25 週の多胎例、在胎 25 週から 28 週までの帝王切開。新

生児期の疾患では、敗血症、肺出血、 PVL、IVH であった。新生児管理上不適切と思われ

る例は予後不良例に多く改善が望まれた。母体へのステロイド投与は高カリウム血症、IVH、

PVL を低下させ Intact Suvival を増加する可能性が示唆された。


